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The co‐occurrёnce of zinc deiciency and social isolation has the
opposite effects onェnood compared with either condition alone due to




















行い (6週齢)、 コントロール群 (C群、集団飼育+普通食)、 社会的隔離群 (SI群、個















析を行つた。          ′
【結果】








FST:無動時間イまC群40±11秒、 SI群63±15秒、 ZD群60±12秒、 SI+ZD群32±
10秒であつた。C群と比べてSI群、ZD群はうつ様行動が増加する傾向であったが、
SI+ZD群はC群と比べてうつ様行動に差はなかつた。
脳内NE濃度 :測定した全ての脳部位において、社会的隔離により脳内NE濃度は減少
した。亜鉛欠乏による影響はなかった。
NET発現 :青斑核においてのみ、ZD群ではSI群と比べてNET発現が有意に減少し、
SIttZD群ではさらにNET発現が減少していた。他の脳部位では、4群間にNET発現の
差はなかった。
【考察】
SI+ZD群ではNET発現の減少やMHPGの増加が認められたことから、亜鉛欠乏と
社会的隔離の同時負荷による不安様行動やうつ様行動の減弱には、NE神経系の克進が
関与することが示唆された。過去には亜鉛欠乏と社会的隔離の同時負荷による攻撃性の
増加も報告されており、これら一連の行動変化は躁状態の出現といえるのかもしれない。
また、社会との交流が断たれ栄養状態も不良な生活環境は、ネグレクトによる劣悪な養
育条件と類似している。低不安状態では反社会的な行動を起こす可能性が報告されてい
る事から、本実験はその病態生理の解明に寄与する可能性がある。
【結論】
不安様行動やうつ様行動は、亜鉛欠乏もしくは社会的隔離が単独で負荷されると増加
したが、亜鉛欠乏と社会的隔離が同時に負荷されるとかえつて減弱した。これらの行動
変化の基盤にはNE神経系の変化が関与している事が示唆された。
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